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目黒寄生虫館ニュース

山口左伸先生を偲んで

-5-

北海道大学名誉教授

日本寄生虫学会名誉会員

目黒寄生虫館理事

山下次郎

北海道帝国大学予科を終え，昭和7年農学部農業生 ることができた.先生は顕微鏡を側におき， 書きもの

物学科動物学分科に進んだ私は，生物学科の方針に添 をして居られ，傍の机の前には先生の寄生虫図を函か

つて l年目の時から，希望の研究領域として寄生虫の れていた，小林久雄さんが居られたことを今でもよく

研究を選んだ.屠畜;場に通い，石狩川に魚釣りに出か 憶えている.山口先生のお名前は北大学生の頃から日

け，寄生虫を採集しては種類を調べることからはじめ 本動物学i!il*報(Jap.Jour. Zool.)で知っていたし

た.こうして 3年が過ぎ，昭和10年卒業の年の 5月か 私が調べて Plagiorchismaculoslω と見当をつけて

ら大阪帝国大学微生物病研究所の研究嘱託として寄生 いた吸虫を，山口先生が日本産ツパメの 1屍体から3

虫病学部で故吉田貞雄先生の御指導を受けることとな 虫体を得て1935年に記載されて居ることを知って，山

った.当時は吉田先生のほか，助手の故門馬健次，研 口先生のご意見をうかがし、にお訪ねしたよ うなわけで・

究嘱託の岩田正俊の両先生がおられ 6月の微研関所 あった.早速標本を見て戴き私の同定を確かめること

式の展示寄生虫標本，写真などの準備が進められてお ができた.先生は「私の標本はその形態がむしろカラ

り，私も入所早々から手伝うこととなった.開所式に スやスズメの類から得られた P.cirratus により近

際し，小竹弥四郎所長の挨拶の中の「研究所が一人前 似すると思われるんだが， BRAUNの言を尊重して

になるには10年はかかる 諸君10年だよ，大いに頑張 P. maculoszω に同定したんだ」と言われた. しばら

ってほしし、」は今なお私の耳に残っている. くして，山口先生は「寄生虫の分類をやるためには動

関所式も終り，私達はそれぞれの研究に専念するこ 物学を知る必要があると考え，ここの講師となり，ー

ととなった.吉田先生は顎口虫の金魚、への感染実験， 般学生と一緒に動物学の講義を聞き， 6年間というも

門馬先生は畑虫問題，岩田先生はマンソン裂頭条虫の の一意専心寄生虫に関する文献集録とカード作製に熱

研究を進めておられた.私は吉田先生から「寄生虫の 中した.周囲の人達からはいろんな批判があったよう

研究を一生の仕事とするつもりなら，しっかり基礎を だがね.お蔭で今は重宝しているよ 吉国先生のとこ

つくるために，分類学から入り給え，先ず吸虫類の分 ろは文献も豊富だし，君は動物出身なんだから大いに

類からはじめるのがよいと思う」といわれ，北海道か 頑張りなさい」とも言われた これが山口先生との最

ら持参した吸虫の同定からはじめることとした. 初の出合いであり，先生が報告される毎に別刷をご恵

北大の学生であった頃の石狩川畔の土堤には小洞燕 贈頂くきっかけともなったので‘ある.こうして小洞燕

の巣孔が一面に見られ，多数繁殖していた 昭和8年 の吸虫は昭和 10年 10月発行の捕物及動物第3巻第10

7月に石狩川をボートで下られたS助教授から，茨戸 号に「小洞燕の腸内吸虫 Plagiorchis問。culosus

付近の川畔の川畔で、捕獲された小I問書記の担，ftを頂戴した CRUD.， 1802)Jとしてご指導頂いた吉田先生と有益な

解剖jの結果小腸からこの吸虫2虫体を得ることが出来 ご助言を頂いた山口先生への謝辞を添えて発表された.

たのである. そしてこれが，私の本格的な寄生虫研究特に分類の研

徴研に入って 2ヶ月程して吉田先生から， 山口先生 究に入る第l歩を印したものであったのである.

への紹介状を頂き，北大で私の4年先輩で，サッカー 京郎で開催された寄生虫学会総会のl時，私は大阪の

部の先輩でもあったT博士を先ず訪ねた.鼠の標本に 莱病院から同定を依頼された吸虫について報告した.

図まれたT博士は 「山口さんは丁度この建物の 2階に 22歳の婦人のI1図頭から摘出された吸虫 Clinostomum

おられるから」と案内して頂き， 111口先生にお会いす comρlanatumについてであった この吸虫は既にわ
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が国では山口先生が鳥類の附頭から発見されていたが，

人の咽頭から発見されたのは初めてであった目講演の

あと，廊下で一服していた時， 山口先生が来られ，

「君 Clionostomumcomρlanatumが人の咽頭から

得られたことは珍らしいね. コ、イサギを使って発育実

験をしたことがあるが，咽頭についている奴をガラス

稼で押しこんでやっても，ちゃんと 11囚頭に戻って くる

んだよ.面白いもんだね」と話された.それまで私は，

山口先生の分類の根底にあるものは，宿主がちがえば

寄生虫の種類もちがうという考えがあったことを先生

からも聞いており，私としては，これには必ずしも同

意できないでいたわけだが，この時私は， 111口先生も

必らずしもこの考え方にこだわっておられるわけて‘も

ないのだなと思った次第である

昭和11年東京で開かれた総会で，昭和12年は日本寄

生虫学会創立10周年に当るので，記念事業をとの議が

起こり，京都の総会での評議員会に山口会長から実行

方法がはかられ，日本で寄生虫に関して発表された論

文を集録して文献集をつくることとなり，先ず山口先

生と，尾崎佳正先生とで吸虫に関するものをまとめる

こととなった。そしてこれが昭和15年に日本寄生虫学

文献集吸虫篇として発刊された.これも山口先生の長

年にわたり作製された文献カードが有力な資料になっ

たことは想像に難くない.このl時の両先生は同年に亡

くなられている.尾崎先生は昭和51年1月に85歳で，

山口先生はそれより 2ヶ月おそい3月82歳であった

〔本ニュース 121号参照〉

その後文献集の刊行は長い間中断しており，昭和31

年学会創立25周年に当りこれが再燃し，文献集吸虫篇

が続編の形で先ず刊行された.そして年を追って線虫

類，寄生虫一般の文献集が生れたので、ある 山口， 尾

崎両先生の先見はここに生かされたわけで‘ある

山口先生の寄生虫特に分類に関する最初の論文は，

昭和8年 (1933)動物学絹報 (Jap.Jour. Zool.)に

登載された Studieson the helminth fauna of 

Japan， part 1で，鳥類 ・拠虫類， 11甫乳類の吸虫に関

する 134頁にわたるものであった.先生は動物学輯報

をよく利用されていたが， Z. Parasit.， Jap. Jour. 

Med. Sci.にも登載され， 岡山大学教授時代には，

Act. Med. Okayama など学術誌へと年毎に続々発

表され，111ft乳類，魚類を問わず，動物広範にわたる寄

生虫の分類を急速に進められたのでトある.

先生は34年に岡山大学を退官後，全世界にわたる寄

生虫の分類研究のため米国研究機関での長期滞在を決

意された. ζ出発の何ヶ月か前に私は先生からのお手

紙を頂いた. ["このたび米国で、の研究のため長期間日

本を離れるので，今まで私に寄生虫の同定を依頼して

きた人達に，今後は君のところに依頼するよう通知し

ておいたのでよろしくたのむjという意味のものであ

った.先生から信頼されたことをひそかに喜こんだも

のであった

米国御滞在中に Systema Helminthum Vol. 1 

(Trematodes)， Vol. 2 (Cestodes)， Vol. 3 (Nem 

atodes)， Vol. 4 (Monogenea)， Vol. 5 (Acan-

thocephala)を完成，米国より出版された.本書は全

世界の寄生虫既知種を網羅し科，属の特徴及ひ‘検索

表を示し，種それぞれの形態記載こそないが，各種を

列記しそれぞれについて知られている宿主および中

間宿主を記しさらにそれに関する文献が示されてい

る.巻末には多数の文献と豊富な図があり， '径の見当

をつけるのに極めて便利で，寄生虫分類上の利用度は

極めて高く，分類研究者には欠くことのできない座右

の名著である. しかもこのような大著が 1958年から

1963年にわたる短期間に完成されたことは燦異であり，

山口先生によってこそはじめてなし得たことをつくづ

く恩うのである.

1933年以来，山口先生によって明らかにされた寄生

虫は動物広範にわたる膨大な類に上り，しかも急速に

明示されたことは， 先生の鑑別l眼と記載の正確さはも

とより， 加えて虫休スケッチを担当された御令室や，

優秀な助手の存在が大いに役立ったことも確かで，さ

らに同定作業が長年にわたる周到に準備された文献集

録と文献カードが先生の手元にあったればこそと思わ

れる. どんな研究領域でも関係文献の集録が必要なこ

とはいうまでもないが，特に分類学においてはこれが

必要で‘種類同定のためにはたとえ地方の博物学雑誌な

どでも見逃がすわけにはいかない.全関連文献に目を

通すことが絶対条件である.これが手元にあるのと，

そうでないのとでは同定時間に著しい差が生じる.数

日寺間で同定出来る場合があり，時には文献を手にする

までfこ数ヶ月，ないし1年もかかることがある 文献

集録の lつの道として，各国研究者の聞では論文別刷

の交換が行なわれている 分類研究者にはこれまた特

に必要条件である 私なども各論文毎に200-300部

の別刷をつくっていた かつて故吉田貞雄先生の還暦

記念誌がつくられた時，山口先生からは別刷500部の

要求があった このことを見ても先生の別刷交換範聞

の広さがしのばれたので‘ある
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私は昭和126年から寄生虫学会評議員として評議員会 りの分類学は修得したものであったが，近年は寄生虫

に出席してきたが，私の隣りの席が空いている時など， 学に限らず，昆虫学でもそうであるように，本格的に

よく隣りに来られ「元気そうだね」と話しかけて来ら 分類学に専心する人は極めて稀れで， “今附物好きな

れた.先生は強し、近l恨だったらしく .r限鋭をはずし配 人だH と忠、われる程になってしまったJと書いた ま

布された議事書類に近々 と目を近す'(r:J-背を丸くして読 た「わが国寄生虫学界とソ連寄生虫学界との著しいち

んでおられたお姿を今なお忘れられないでいる. がし、は寄生虫分類学がソ連の寄生虫学の中で今なお重

私が北大を定年退官後千葉県市原市の東南端の山里 視されていることである.ソ連の寄生虫学の第一人者

に住むようになって，しばらくして 目黒寄生虫館ニュ として， しかも世界の寄生虫学界の大立物と して自他

ースが送られてきた. 111口先生の街l令室と御令息によ 共に許すコンスタンチン，イワノ ピッチ，ス グリャー

って書かれた文を拝見し，先生の人間像に援し深い感 ピンの寄生嬬虫類に関する分類学的業絞は特に多く，

銘をおぼえたものであった.先生の寄生虫分類に対す 同氏の偉大な功行iの跡、はモスクワから出版された "コ

る確固たる信念，そして地道な研究のつみ重ねによっ ンスタンチン，イワノピッチ，スクリャービン"の中

て，あの偉大な業績が生まれたことを改めてま日られた にjjj憾なく示されている.ソ連寄生虫学の大河の中に

のである. 今日なお連綿として寄生虫分類学の流れが，大流をな

京大理学部を卒業された御令息山口昇氏は現在埼玉 して治々と注ぎ入っていることに私は憧恨の念を禁じ

医科大学助教授として，寄生虫学教室で‘医学に|品lする 得ない最近山口博士によってアメリカから出版され

節足動物類，特にダニ類の形態，生態，生理について た SystemaHelminthumはわが国寄生虫学界の大

の研究に余念がない.山口先生が，寄生嬬虫類の分類 きな誇りであるが，これがわが国からの出版であった

に一生をかけられたのとは研究対象を異にするとはい なら私達の喜こびは更にどんなに大きかった知れない

え，同じ寄生虫学界に道をとられたことは， 山口先生 とも諮し、た.

にとって大きな喜びであったにちがし、ない.御大成を わが国出版界ではとても受け入れるだけの理解がな

願ってやまない. かったためと思われる こんな状況の中で，医学出身

山口先生の貴重な標本および文献は目黒寄生虫館に の先生が改めて動物学を修得され，敢えて寄生虫分類

保管されている.山口先生の米国滞在中7年聞を助手 学の研究に取り組まれ，一生をこれに専心され，偉業

として師事した亀谷俊也氏が，先生の研究精神を受け を遂げられたことに深い感銘をおぼえ，深い敬慕の念

つぎ目黒寄生虫館で寄生虫の分類に余念がない. を禁じ得ない.わが国でも現在極めて少数ではあるが，

世界に誇る不滅の名著 SystemaHelminthumは 寄生虫の分類に専念している人達がいる.既知種は淡

もとより，米国より帰国後日本において 出版された 大な数に上っている.これからも更に新種が増えるこ

Synopsis of digenetic trematodes of vertebrates とが想像されるが， やがては既知種に対する再検討の

および A Synoptical review of life histories of 寺が来るであろうことは山口先生も感じておられた筈

digenetic trematodes of vertebratesは，世界の である その時こそまた山口先生の Systema Hel-

寄生虫学研究者，特に寄生虫分類にたずさわる人達の minthumが近似種をひき出すための最も有力な手掛

聞に末永く座右の書として重宝されるであろう りとして生かされるものであることを信じてやまない

私はかつてナウカの求めに応じナウカの窓6巻(19 強力な蒋検討の一面があってこそ寄生虫の分類は確固

60)に “寄生虫分類学とソ連"と題し一文を載せた際 たるものとなるからである

「分類学は研究に苦しむ答I1に結果は決して準々しいも このたび目黒寄生虫館亀谷了館長よ りの執筆依頼を

のではなく，実に地味な学問である.昔はわが国で、も， 受け，ここに一文を革し，山口左仲先生御生前の御j享

たとえ後日寄生虫の他の分野の研究に進む人でも一通 情を深謝し，心から御冥福を祈る次第である.
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蚊 目黒寄生虫館 へ の案内

所在地東京都目黒区下目黒4丁目 1-1

〒 153 T E L (03) 716-1264 

入場無料

開館時間 10.00 A.M.-5. 00 P.M. 

(4.30P.M.までに入ftii)

休館日 月曜日，祝日，年末年始

国電目黒駅下車西口パ久停より(どのパス

でも可)2ツ自大鳥神社前下車，パスの進

行方向に約50m ベ|町ii
T
l
l
 

E 
勺通
|仁王f

目黒寄生虫館ニュース 139号(昭和55年3月〉

発行所財団法人目黒寄生虫館 発行者館長 ・医博亀谷 了

東京都目黒区下目黒 4-1-1

〒153 電話 (716)1264 
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